
　家の中でも走り回っている、活発な好梨
ちゃん。家の前に公園があり、大好きな滑り台
でずっと遊んでいます。父・一磨さんがコーチ
をしている小中学生の陸上を見て、好梨ちゃ
んも「よ～い、ドン ！ 」と言いながら走ってい
るそうです。
　両親と祖父母はナスを栽培しており、「パパ
のところに行きたい ！ 」とよくハウスにも遊び
にいきます。野菜は苦手だけどナスは食べられ
ます。フルーツも好きで、ご飯のお皿にフルー
ツがのっていないと怒るそうです。
　今はアンパンマンがお気に入りで、お出か
けにはアンパンマンのリュックと帽子がかかせ
ません。今日もアンパンマンと一緒に、ハウス
まで遊びに行くよ～♪

手間暇かけて、収量を上げたい
松本 司さん（56）

アンパンマンがお気に入り
中島 好梨ちゃん 　（２）

ここな

私達と一緒に、楽しく踊りませんか？
岩崎 暢洋さん　   （65）
　　 ゆきみさん（63）

　昨年、父・晴之さんからナス20アールのハウスを
受け継ぎ、２作目を迎える司さん。子どもの頃から農
業は身近にあり、勤めながらもフルティカトマトや文旦
など様々な農産物を栽培していました。「松ちゃんの
こだわり栽培」と書いて、とさのさとへも出荷。“ハチ
による自然受粉”“お子様にも安心”など、こだわり
を明記した商品とその味にファンも多いようです。
　長年、旅行会社や観光業に就き、オランダへの
農業視察研修や高知県観光体験ツアーなどを企
画。「お客さんに何が喜ばれるのか、そう考えること
は農業にもつながっている」と司さん。ナスでも、
高品質・収量アップが目標です。バレーボールのプ
ロチームに所属する娘・愛希穂さんも、司さんの野
菜の大ファン。届けた野菜を使った料理写真が送ら
れてくるのが、目下の楽しみです。

芸西支所管
内より

羽根事務所
管内より

田野支所管内より

土佐九斤のピヨちゃん
ピヨちゃん（生後10日）
飼い主： 中山 美和さん

　生まれて10日目の土佐九斤（とさくきん）のヒヨコ、
名前はみ～んな“ピヨちゃん”です。まだ小さくて外敵に
狙われやすいので、毎日夕方に少しだけ庭をお散歩。５
羽揃ってピヨピヨ歩き回る様が、とても愛らしいですね♪
　土佐九斤は、夫・健さんの祖父が昔育てていたニワト
リで、品評会で賞も受賞されていたそうです。土佐九斤
と大シャモの交配種へ、白色プリマスロックを掛け合わせ
たものが「土佐はちきん地鶏」になります。「祖父が育て
ていた土佐固有のニワトリを、これからも増やしていきた
い」と美和さんら家族は大切に育てています。卵をたくさ
ん生みだした時期に孵卵へ挑戦しますが、難しく失敗も
多いそう。今は親鶏15羽、ピヨちゃんの兄姉４羽、ピヨ
ちゃん５羽のにぎやかな大家族です。

　今にも踊り出しそうな華やかな衣装と笑顔で出迎えて
くれた、岩崎夫妻。文具店を営む傍ら、地域の仲間た
ちとフラダンスやディスコダンスを踊っています。暢洋さ
んが会長、ゆきみさんが代表を務める、田野町のダンス
グループ「Smile Club」。“人生健康で、いきいきと楽
しく”をモットーに、上手に踊ることよりも楽しむことが
第一 ！  10代～80代の15人程が、ダンスを通じて交流
を深めています。
　「たくさんの仲間と心から楽しむ時間が本当の贅沢 ！  
心と体のリフレッシュのため、多くの人に参加してほしい」
とご夫妻。フラダンスはゆきみさんが講師を務め毎週土
曜日に、ディスコダンスは先生を呼んで毎月第２、４日曜
日に田野町ふれあいセンターで開催。参加は基本無料で
す。私も一緒に楽しみたい ！  という方は、イワサキ文具
（0887－38－2806）までご連絡お待ちしています♪

室戸支所管内より





農
福
連
携
と
は

　

農
福
連
携
は
、
農
業
サ
イ
ド
と
福
祉
サ
イ

ド
が
連
携
し
、
農
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者

等
の
就
労
を
促
進
す
る
取
り
組
み
で
、
近
年

は
国
の
推
進
も
あ
り
全
国
で
取
り
組
み
が
進

ん
で
来
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
人
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

引
き
こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人

を
加
え
る
と
そ
の
人
数
は
図
り
知
れ
ま
せ

ん
。
一
方
農
業
に
従
事
す
る
生
産
者
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
図
の
よ
う
に
安
芸
地
区
で

も
例
外
で
は
な
く
、
就
農
人
口
、
特
に
65
歳

未
満
の
農
業
従
事
者
の
減
少
が
著
し
く
、
今

後
更
に
労
働
力
確
保
が
難
し
く
な
る
と
想

像
出
来
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
分
野
で
の

就
労
は
、
障
害
者
が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に

よ
る
精
神
的
な
安
定
と
、
自
信
や
生
き
が
い

を
持
っ
て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。
一
方
、
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
が
進
む
農
業
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
労

働
力
確
保
や
産
地
の
維
持
に
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
農
福
連
携
は
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

安
芸
地
区
で
の
活
動

　

安
芸
地
区
で
は
、
障
害
者
や
引
き
こ
も
り

の
人
た
ち
の
雇
用
就
農
支
援
と
し
て
、
平
成

30
年
度
に
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
、
安
芸

市
、
県
安
芸
福
祉
保
健
所
、
障
害
者
就
労
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス
」、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
を
構
成
員
と
す
る
「
安
芸
市
農

福
連
携
研
究
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
毎
月
定
例
会
を
開
催
し

て
活
動
立
案
や
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
の
開
催
、
農

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　
　

枝
か
ら
出
る
下
位
１
〜
２
段
の
側
枝
は
、

１
果
収
穫
後
に
元
ま
で
切
り
戻
し
て
、
下

位
部
の
繁
茂
に
よ
る
品
質
の
低
下
（
赤

果
、
青
べ
た
果
）
や
病
害
虫
の
発
生
を
防

ぎ
ま
す
。

病
害
虫
防
除

　

農
薬
の
使
用
方
法
を
厳
守
し
て
、
病

害
虫
の
適
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ナ
ス

栽
培
管
理

　
今
月
は
病
害
初
発
の
時
期
な
の

で
、
も
う
一
度
、
栽
培
管
理
を
し
っ

か
り
見
直
し
て
「
高
品
質
・
高
収

量
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
芸東ブロック
田中　瑞穂

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

灌
水
・
追
肥

　

摘
芯
ま
で
は
成
長
（
葉
面
積
の
増
加
）

や
着
果
（
花
）
数
の
増
加
に
合
わ
せ
て
灌

水
量
と
追
肥
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
（
ハ

ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
14
参

照
）。
灌
水
ム
ラ
は
根
腐
れ
に
よ
る
病
害

の
原
因
と
な
る
の
で
、
均
一
な
灌
水
が
で

き
て
い
る
か
確
認
・
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

１
ヶ
月
あ
た
り
の
施
肥
量
は
、
10
ア
ー
ル

当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
６
㎏
を
目
安
と
し

ま
す
。

整
枝
・
誘
引
・
光
環
境

　

 

主
枝
の
摘
芯
は
、
畝
上
1.2
ｍ（
９
〜
10

節
）
前
後
の
高
さ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
徒

長
し
て
節
間
が
伸
び
て
い
る
場
合
は
、
一

度
つ
り
糸
を
緩
め
て
樹
勢
を
落
ち
着
か
せ

て
か
ら
摘
芯
し
ま
し
ょ
う
。
第
１
分
枝
下

の
葉
は
、
第
1
主
枝
の
成
長
点
が
８
節
目

に
な
っ
た
頃
か
ら
２
〜
３
回
に
分
け
て
摘

葉
し
ま
す
。
本
葉
は
黄
化
し
た
葉
や
病

害
葉
だ
け
を
除
去
し
ま
す
。
赤
果
・
青

べ
た
果
の
発
生
防
止
の
た
め
、
二
重
内
張

り
は
あ
け
る
と
と
も
に
側
枝
は
収
穫
時
に

１
芽
切
り
戻
し
に
し
ま
す
。
ま
た
、
各
主

　
温
州
み
か
ん
や
ユ
ズ
で
は
収
穫
間

近
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
品

質
向
上
を
目
指
し
、
最
終
の
摘
果

や
病
害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果

　

収
穫
果
実
の
外
観
や
品
質
の
向
上
を

目
的
と
し
ま
す
。
樹
冠
上
部
は
軸
の
太

い
果
実
を
樹
が
暴
れ
な
い
程
度
に
摘
果

し
ま
す
。
小
玉
果
と
出
荷
に
向
か
な
い

果
実
を
落
と
し
て
い
く
と
効
率
的
に
作

業
が
で
き
ま
す
。

夏
秋
梢
の
管
理

　

ポ
ン
カ
ン
や
土
佐
文
旦
な
ど
で
は
、

か
い
よ
う
病
の
病
斑
の
つ
い
た
夏
秋
梢
を

除
去
し
ま
し
ょ
う
。
夏
秋
梢
処
理
の
方

法
と
し
て
は
、①
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
た

強
い
枝
は
樹
形
を
乱
す
の
で
基
部
か
ら

切
る
。②
斜
め
上
や
水
平
の
夏
秋
梢
を

予
備
枝
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
輪

状
芽
（
春
枝
と
夏
枝
の
境
）
を
残
し
て

切
る
。③
弱
い
夏
秋
梢
は
輪
状
芽
の
下
の

春
枝
ま
で
戻
っ
て
切
る
。④
樹
冠
拡
大
を

目
指
す
場
合
は
、
芽
の
充
実
し
た
と
こ

ろ
で
切
り
返
し
ま
す
。

礼
肥
の
施
用

   
礼
肥
は
今
年
の
樹
勢
回
復
、
冬
期
の

耐
寒
性
及
び
翌
春
の
新
梢
の
発
生
と
開

花
結
実
を
促
進
し
、
隔
年
結
果
是
正
へ

の
カ
ギ
と
な
る
の
で
必
ず
施
用
し
ま

し
ょ
う
。
ユ
ズ
で
は
10
月
下
旬
〜
11
月

上
旬
、
ポ
ン
カ
ン
で
は
11
月
上
旬
〜
11

月
中
旬
ま
で
に
栽
培
暦
基
準
と
樹
勢
に

応
じ
て
施
用
量
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
、
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
、
カ
メ
ム
シ

類
に
つ
い
て
は
発
生
に
注
意
し
、
早
め
に

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ

摘
果
・
病
害
虫
防
除

猪
野
　
亜
矢

農
福
連
携
に
つ
い
て

作
業
の
体
験
会
、
農
作
業
を
説
明
す
る
ビ

デ
オ
作
成
等
、
障
害
者
等
と
農
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
成
功
に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
に
就
労
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
障
害
者
ら
と

一
緒
に
農
作
業
を
行
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談

に
乗
り
、
農
家
と
雇
用
者
と
の
橋
渡
し
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
、
現
在
60
名
以
上

の
方
が
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
の
農
家
、
出
荷
場

等
で
働
い
て
い
ま
す
。
日
々
仕
事
を
覚
え
、

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
も
見
ら
れ

ま
す
。

今
後
の
課
題

　

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
農
福
連

携
で
す
が
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一つ

に
、
こ
の
取
り
組
み
が
農
家
に
十
分
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。Ｊ
Ａ
の
無

料
職
業
紹
介
所
で
障
害
者
等
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
も
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
家
側
か
ら
の
受

入
れ
表
明
が
少
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　

障
害
者
だ
か
ら
出
来
な
い
と
言
う
決
め
つ

け
や
、
接
し
方
が
分
か
ら
な
い
、
教
え
方
が

分
か
ら
な
い
、
そ
も
そ
も
関
心
が
無
い
、
な

ど
が
理
由
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
障
害

の
状
況
等
に
よ
っ
て
出
来
る
作
業
が
限
ら
れ

る
の
は
事
実
で
す
が
、
工
夫
次
第
で
十
分

な
働
き
手
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
例

も
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
農
業
体

験
や
見
学
等
を
行
っ
た
後
、
一
定
の
試
用
期

間
を
経
て
雇
用
し
て
お
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や

各
支
援
者
（
団
体
）
が
当
事
者
お
よ
び
受

入
れ
農
家
を
常
に
フ
ォ
ロ
ー
出
来
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
農
家
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
頂

き
、
障
害
者
等
の
雇
用
や
長
期
の
雇
用
の

他
に
、
短
期
で
の
受
入
れ
な
ど
も
検
討
に

入
れ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
者
と
農
家
双
方
の
利
益
と
産
地
の
維

持
発
展
に
繋
が

る
よ
う
、
関
係

機
関
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、

農
家
の
皆
様
の

積
極
的
な
理
解

と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

農福連携高知県サミットinあき（令和元年6月14日）

促成なす主要病害防除体系

月 旬 使用農薬 防除の基本的考え
対象病害

灰 うど すす黒枯立枯

★セイビアーフロアブル20

★セイビアーフロアブル20

★ファンタジスタ顆粒水和剤

★スクレアフロアブル

★ベルクートフロアブル

★ダコニール1000

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

10

11

防除例

適用病害虫

黒点病 ナリアＷＤＧ

ナティーボフロアブル

ダニコングフロアブル

テルスターフロアブル

スタークル顆粒水溶剤

2000倍

1500倍

4000倍

2000倍

14日前まで

前日まで

前日まで

前日まで

前日まで

３回以内

３回以内

１回

３回以内

３回以内

黒点病

ミカンハダニ

カメムシ類
アザミウマ類

カメムシ類
チャノキイロアザミウマ

農薬名 使用
倍数

収穫前
日数 使用回数

・フザリウム立枯病の対策として、栽培初期
にスクレアフロアブルとセイビアーフロアブ
ル20で予防に努める（この時期の予防対策
が極めて重要と考え、通常は行わない同一
薬剤の連用をあえて推奨する。※セイビアー
については耐性菌出現リスクは極めて低い）。
・すす斑病が見られた際にはラリー水和剤
またはトリフミン水和剤を散布する。
・うどんこ病の早期発見が見られる場合はプ
ロパティフロアブル、ショウチノスケフロアブ
ルまたはパンチョTF顆粒水和剤を散布する。
・すすかび病は発生後の防除が難しい上、落
葉による樹勢の低下で減収となるので、10月
以降月2回程度の予防散布を行う。
・同剤は各種病害の予防に、適宜使用する。

3000～
5000倍

図　安芸地区の就農人口推移



安芸地区版

▼
8
月
号
の
「
安
芸
地
区
か
ら
こ
ん
に
ち

は
」
に
登
場
い
た
だ
い
た
阿
部
さ
ん
は
、
今

作
か
ら
新
た
な
挑
戦
に
取
り
組
み
ま
す
。
若

手
の
思
い
を
、
地
域
で
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

▼
８
月
号
の
ひ
ん
や
り
ス
イ
ー
ツ
特
集
は
大

人
気
で
し
た
！  

私
の
イ
チ
オ
シ
は
、
メ
リ
ー

ガ
ー
デ
ン
さ
ん
の
「
マ
ン
ゴ
ー
た
っ
ぷ
り
パ
ン

ケ
ー
キ
」
か
な
♪

▼
豆
板
醤
や
ナ
ン
プ
ラ
ー
の
香
り
が
食
欲
を

そ
そ
り
ま
す
よ
ね
〜
。
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
も

食
卓
を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
農
業
の
楽
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

強
い
思
い
の
青
年
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

全
力
応
援
で
す
。

（
あ
き
北
支
所
・
70
歳
）

お
い
し
そ
う
な
ス
イ
ー
ツ
を
見
て
、
思
わ
ず

よ
だ
れ
が
。
全
て
は
行
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
近
い
場
所
か
ら
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
あ
き
北
支
所
・
64
歳
）

い
つ
も
レ
シ
ピ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、

「
彩
り
ピ
ー
マ
ン
の
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」
は
特
に

良
か
っ
た
で
す
。
見
た
目
が
す
ご
く
き
れ
い

で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
風
の
味
付
け
が
暑
く
て
食

欲
の
な
い
時
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

（
芸
西
支
所
・
78
歳
）

猛
暑
の
中
、
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
直
販
所
の

食
材
で
体
力
を
保
っ
て
い
ま
す
。

（
羽
根
事
務
所
・
48
歳
）

▼
気
を
抜
く
と
、
倒
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
暑

さ
で
し
た
ね
。
地
元
の
美
味
し
い
食
材
か

ら
、
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

室
戸
出
身
で
す
が
、「
所
さ
ん
お
届
け
モ
ノ

で
す
」
で
ぼ
た
な
す
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
で
み
つ
け
て
、
す
ぐ

に
購
入
。
焼
き
ナ
ス
に
し
て
食
べ
た
ら
、
と

ろ
っ
と
し
て
本
当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
室
戸
支
所
・
57
歳
）

こ
う
ぐ
り
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た
ん

で
す
ね
。
早
速
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
芸
西
支
所
・
21
歳
）

▼
テ
レ
ビ
で
一
気
に
知
名
度
が
上
が
っ
た
よ
う

で
す
。
ぼ
た
な
す
特
有
の
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
感
が
、
私
も
大
好
き
で
す
♪

▼
平
日
は
ほ
ぼ
毎
日
更
新
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！  

こ
ん
な
の
載
せ
て
ほ
し

い
な
ど
、
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

今
年
の
夏
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
人
混

み
を
避
け
て
、
県
内
の
川
へ
遊
び
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
仁
淀
ブ
ル
ー
を
求

め
て
、
仁
淀
町
の
安
居
渓
谷
へ
。
滝
な

ど
見
所
の
多
い
渓
谷
で
す
が
、
仁
淀
ブ

ル
ー
を
体
感
で
き
る
水
晶
淵
に
感
動
！

川
底
ま
で
透
き
通
る
青
さ
は
、
見
る
だ

け
で
も
暑
さ
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
！

　

吉
野
川
の
支
流
、
本
山
町
の
汗
見

川
へ
も
。
こ
ち
ら
も
透
明
度
が
高
く
、

夢
中
で
泳
い
で
い
た
ら
こ
ん
が
り
焼
け

ま
し
た
（
笑
）。
高
知
県
は
少
し
車
を

走
ら
せ
る
と
、
川
や
海
、
山
な
ど
大

自
然
に
出
会
え
ま
す
。
こ
ん
な
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境

に
感
謝
で
す
。

（
竹
村
）

直販所 “とさのさと” へ
出荷しませんか？ 

　とさのさとへの出荷手続きは、各集荷場所で全て対応
できます。不明点はお気軽にお問い合わせください。多様
な生産者からの出荷をお待ちしています。

　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、開催を中止
とさせていただきます。何卒ご理解のほどよろしくお願い
致します。

　　　　　　今まで地域での販売だけでしたが、より
多くの方に買っていただけるので非常に嬉しく思ってい
ます。県外から来ていただいた方にも、高知県のナス
を知ってもらえるきっかけになることを期待しています。 

（ナス・北村直輝）

税務相談日

あき支所３階会　　  場

令和２年10月14日（水）・11月11日（水）日　　  時

10：00 ～ 16：00時　　  間
安芸地区本部　企画組合員課　
0887－34－1515問い合わせ

安芸営農経済センター営農企画課
担当：小松淳　電話：0887－34－8325

問い合わせ

販売委託手数料

集荷場所

令和２年度「あきあいあい収穫祭」
開催中止について

農産物　販売代金の18％
加工・民工芸品　販売代金の20％
集荷手数料　販売代金の３％
（例）集荷便を使って農産物を販売する場合　21％

吉良川集出荷場、奈半利あいあい広場、
旧土佐あき本所青果市場、芸西資材センター

出品者の声

　　　　　　当初はビニール袋でオクラを出品してい
ましたが、暑くなるにつれ品質の状態が悪くなりました。
とさのさとのアドバイスもあり、ネット袋での出品へ変更
しました。とさのさとから色々なアドバイスをいただき感
謝しています。同ファームの利用者も売上数を気にす
るようになり、仕事に対する意識の向上にもつながって
います。　　　　　　　  （オクラ・こうち絆ファーム）

出品者の声


